★　ご家族のみなさまへ（家庭持ち帰り用）　★　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年８月吉日
ポーラ・オルビスグループ健康保険組合
　　　03-3490-0845

❤配偶者の方と、35歳以上の家族の方、お読み下さい。
健保の補助で家族も必ず健診を！　[image: image1.wmf]
❤補助金申請書の様式が変わりましたので、新しい申請書を使ってください。
❤４０歳以上の皆様→「特定健診(ﾒﾀﾎﾞ)」を受診するか、可能な限り「腹囲」を測定してもらってください。
当健保組合では一定の家族の方が健康診断を受けた場合、その費用を補助します。特に奥様は家庭全員の健康管理の要です。家族の安心のため、手厚い制度を利用し家族も必ず年1回受診しましょう。
●１．対象になる人：①被扶養者である配偶者（７５歳以下全員）､及び ②３５歳以上の被扶養者  
             　　　　※４月～翌年３月を１年度として対象者１人につき１年度内に１回です。自治体健診と異なりいつでも受診できますが、早めで定期的な受診をお勧めします。
●２．対象となる健診 ：　①一般生活習慣病健診　（人間ドックも含む） 　及び
★注もご覧下さい。　  ②婦人科健診（乳がん検査マンモグラフィ・エコー、子宮がん検査頸がん等） 　
●３．補助される金額の限度 /税込です：　最　大　２　万　円　
    　  ①一般生活習慣病健診　→　１３，０００円　まで　
   　   ②婦　人　科　健　診　→　　７，０００円　まで　（①とは別枠で支給します）
    　　  　 ※それぞれこの金額を超過した分は、受診者の自己負担となります。

　 
　 ★注1：検査項目：被保険者に準じますが、通常の医療機関の一般的な健診なら対象となります。
（人間ﾄﾞｯｸも対象ですが、特殊な健診費用＜例えば脳ﾄﾞｯｸ等＞は補助から除くことがあります。）

   ★注2：健康保険証で受けた検査の自己負担分は、健診でなく「診療」扱いのため原則補助対象外です。

     　　　　（健保はその検査費用全体の７割を、医療費として直接医療機関に支払っています。）
★注３：自治体健診：自治体の一般健診や婦人科健診の助成制度がある場合その自己負担分も補助対象です。
★注４：断られた時：会社健保加入者の家族である理由で健診を断わられたり、「受診券」を求められる事があります。その場合､窓口で「自費で受診」と申し出て下さい。（当健保では現在受診券は発行しません）
●４．40歳以上の方へ、「特定健診」受診のお願い　
お願い１　１）４０歳以上の方で、平成２０年度に始まった特定健診（メタボ健診）を実施している機関で受ける方は、「特定健診を兼ねた健診」を申し出て、極力その健診を受診してください。
２）なお、特定健診を実施していない機関もあるので、その際は従来の一般健診を受診していただいても構いませんが、可能な限り｢腹囲｣を測定してもらってください。
●特定健診の検査項目の多くは、従来の一般基本健診項目と共通です。

　　　　　　　●参考：市区町村別 特定健診実施機関・一般健診実施機関の情報は、

社会保険診療報酬支払基金　ホームページ　　http://www.ssk.or.jp/
→｢特定健診・特定保健指導に関する情報｣の「特定健診等機関基本情報リスト」
　　　　　お願い２　健保には４０歳以上の扶養家族への特定健診実施､結果ﾃﾞｰﾀの保管が義務化されています。
提出いただいた健診結果表で、特定健診としての検査ﾃﾞｰﾀが足りない際（上記　お願い１－２のケース）には、データの不足を補うため、「補助金申請書」上に記載のある質問に可能な範囲でお答えください。また、後日「腹囲測定ﾒｼﾞｬｰ」や「質問票」をお送りし、ご回答をお願いする場合がございますので、その際には何卒ご協力ください。
 ●５．補助金の申請手続は　
以下のものを、被保険者を通じて、会社の総務・人事担当経由で健保組合へ提出してください。

      　　　①医療機関発行の領収書（原本）　②　同 検査結果表  (写し可。検査項目･結果がわかるもの)
③補助金申請書（添付ﾌｧｲﾙ。健保ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞも可です。http://www.polakenpo.or.jp/　申請書類一覧）
   ★検査結果表は、健診補助支給業務と健保の健診･保健指導に関する業務にのみ利用し、他の目的で利用致しません。
★家族健診は本人に一旦立て替えてお支払いいただくことになりますので、よろしくお願い致します。
❤　家庭の健康管理は、奥様の健康意識が要です　❤
